
令和元年度  定時社員総会を開催しました！ 

 

 

日  時  ： ６月２３日 (日 ) 午後１時半～ 
 

会  場  ： 如水会館 (東京都千代田区 ) 
 

次  第  ： 開  会  

理事長あいさつ 

来賓あいさつ 

   日本青年団協議会  

   事務局長  棚田一論  様  

ＳＯＢＡＭＥＩＳＴＥＲ認証授与  

感謝状贈呈  

段位認定会開催会員へ 

議長選出  

議  事  

第１号議案  

  平成 30 年度  事業報告案  

第２号議案  

  平成 30 年度  決算 ･監査報告案  

  第３号議案  

   令和元年度  事業計画案  

第４号議案  

   令和元年度  予算案  

第５号議案  

   その他  
 

  参加者数等： 出席者 79 名、委任状 131 通、議決権数 274 (会員数 266) 
 

 開催概要  

   第６回定時社員総会の総合司会は、掛札久美子さん(いばらき蕎麦の会 )が務めました。

最初に中谷理事長が開式の挨拶を行った後に、友好団体である日本青年団協議会の

棚田事務局長が挨拶に立ち、青年団も全麺協と同じ「仲間づくり」「地域づくり」「自分づく

り」を掲げて地域活動を行っているので、地域づくりを協力し合おうと呼びかけました。次に、

ＳＯＢＡＭＥＩＳＴＥＲ認証の授与が行われ、続いて、主幹事業である｢素人そば打ち段位認

定会｣を永年にわたり継続開催している１８会員に対して感謝状の贈呈を行ないました。 

議事に入る前に事務局長から参加者数の報告があり、中日本支部の原  秀夫さん(信州

そばアカデミー)を議長に選出して議事に入りました。上記の４議案が上程されて、提案説

明の後に質疑に入りました。出席会員から活発な議論が行われましたが、すべて原案通り

可決承認されました。その他の議案では、加藤専務理事から「支部の改編」について、

「支部設置の経緯」「支部の定款上の位置付け」「今回の支部改編の必要性」「支部改編

検討委員会の設置」などを説明しました。質疑に入り、改編対象の支部会員から『支部へ

の説明が足りないのではないか』等の質問がありました。しかし、「支部設置」は理事会で

決定される事項であり、昨年度に全支部長を含めた「支部改編検討委員会」を設け、３回

にわたって慎重に検討を重ねた中で結論を出したものです。「支部設置」は第１回理事会

で決定されましたが、その施行は「理事長が指定する日」となっているので、今後は対象

支部に説明をすることとして総会の全日程を終えました。部屋を移して「交流会」が開催さ

れ、全国から参加した総会出席者は懇親を図りました。   (報告 :広報渉外部  谷端 ) 

理事長あいさつ 

如水会館  



令和元年度  基本方針・重点方策  
 

【基本方針】 

 日本の伝統食文化「そば」を通じて、より多

くの人々が豊かで潤いと生きがいのある人生

を送り、積極的な社会貢献事業と国際交流

活動を展開することができる組織へと強化す

ることを目指す。 

 

【重点方策】 

１．全麺協の財政基盤確立を図るため、正

会員団体の所属構成員、個人会員、無所

属特別個人会員の加入を積極的に促進す

る。 

２．全麺協研修センター事業を積極的に展

開して、そば打ち技術の向上を図るとともに、

インバウンドを含めた多くのそば愛好者のそ

ば普及活動拠点として活用を図る。 

３．主幹事業の「素人そば打ち段位認定制

度」は技術審査チェック項目、全国審査員

等統一見解の見直しを行い、公平・公正な審査要領の完成度を高めるとともに上位段を創

設して、愛着と誇りが持て社会的評価の得られる制度として確立する。  

４．全麺協  そば道「基本理念・憲章」を広く浸透させ、そば打ち技能だけではなく我国独自の

精神性も併せて継承する。 

５．全麺協支部の存在を明確化し、情報交換を積極的に行って協調体制を強化するとともに、

支部の独自性を尊重しながら所管区域の改編を行って組織体制の平準化を図る。  

６．全国各地の自治体および各種関係団体との連携を深め、そばによる地域振興､社会貢献

を積極的に行う｡特に､段位認定者の空白地域は重点地域として指定する｡  

７．全麺協の主要事業である｢日本そば博覧会｣｢そば大学講座｣は一般公開講座を併設し、

全麺協組織内だけでなく一般市民を対象とした事業を展開して、そば愛好者および全麺協

理解者の増大を図る｡ 

８．日麺連主催｢全国そば打ち高校選手権大会｣に共催団体として深く関わり、出場高校への

技術指導などの協力・支援活動を積極的に行うとともに､大学生のそば教室､体験講座等を

積極的に行い若者に対するそばの関心､理解を深める｡  

９．台湾､モンゴル国との友好親善を深めるため､両国におけるそば祭りへの参加等を通じて

｢手打ちそば｣国際化の進展に寄与する｡  

１０．全麺協事務業務の合理化､効率化を図るとともに､事務局体制の充実強化を図る｡  

 



令和元年度  定時社員総会  スナップ写真  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会受付  

日青協あいさつ 

原  秀夫  議長  審議の様子  

第 1 回理事会  

審議の様子  交流会  

感謝状の贈呈  


